
銭筋コンクリート塔の日射に依る傾き

竹田建

(1) ビルデイングの一面が日射を受けて熱せられ膨脹すると，僅かながら歪

を生宇る主考へられる。そして土墓の平面積に霊まして側面の高い塔扶の建築物

では此現象が殊に目立って，一方に傾く事もあると忠はれる。中央気象牽の風

力塔には水平振子式の長週期地震計が設置されてゐるが，共固有週期が一日中

に幾らか愛化ずる事に着目し此を利用じて塔の傾きを求めj他方塔の側面の受

ける日射童を考へて雨者を比較して見ゃう。

(2) 風力塔は地上 7階地下 1階鉄筋コ yクリートで土牽の切断面は約 '10

米の正方形で，地上の高さは約 20米である。長週期地震計は水平振子式で、共

の吊糸の上端は 7階の床面にあわ重鍾及び記録数置は地下室に設置してあ

る。吊糸の長さは 20.5米の銅銭線で固有週期は約 60秒に調節してある。大

憾の見取園を第 1固に示す。地

震計は東西動の地動を記録する様

になってゐるから共措針の偏侍か

ら東西方向の塔の傾きが知れF 固

有週期の愛化からは南北の傾きが

知れる。

(3) 日射との関係を見る震に一

日中日射の遮られる事の少い上天

気の一日を選んで日が営り始めて

より日淡迄の間に 32同国有週期

を観測し南北の向の傾を求めた結

果を以下に示す。此の日の気象欣

態は第 1表に示ず通り大陽はほ

とんど雲に覆はれる事ーなし 2さも

比較的透明で、あった。

第 1 周
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集車 L 中表

昭和 8年 6月 11日東京“¥

日寺" 刻 8 10 ， 12 14 16 18 20 22 平均

を言EE有予t 量 O 3 O O O O 1 O 

気温 (00). 21.2 24.0 24.5 25.5 24.7 23.7 20.5 19.3 20.8 

風 向 NNE E SE S SSE SSW SSW ssw 
風速(米) 2.1 3.0 4，2 '4.4 4.7 4.0 3.2 2.3 3.0 

五

振子を自己振動せしめて記象紙上より共固有週期を求め一同毎に減衰比をも

か町九水平貯の廻瞬間噴き 4を日イ戸の式か
ら求める。

1は重鍾が比較的簡単な型欣をたして居るので計算より求めてお糎，g= 

980粧/秒2 各観測時刻に釘する T と 4を表示すると第 2表の如くである。

第 2 表

r観測時却j T'C秒〉 i (秒〉 観測時刻 T(秒〉 i (秒、).

時95分4 64.0 71.3 時14'4分2 62.2 76.1 

10 19 63.3 72.9 15 34' 60.4 80.3 

10 26 65.4 65.4 15 55 60.9. 79.0 

10 37 65.2 69.4 16 15 61.3 77.8 

10 48 '65.6 68.0 16 33 60.9 78.8 

11 11 67.3 65.3 16 48 59:t'>.-， 82.8 

11 23 67.5 . 64.2 17 06 58.8 84.8 

11 49 68.8 67.6 17 24 59.8 81.9 
‘ 

12 00 69.0 62.4 17 56 59.2 83.6 

12 20 69.5 60.6 1802" 59.4 84.2 

13 00 65.3 70.5 18 21' 59.8 82.2 

13 24 66.1 67.7 18 .37 58.9 24.5 

13 35 " 
63.3 63.3 18 48 58.8 84.6 

13 52 64.3. 70.8 19 31 60.0 81.2 

14 05 66.5， 67.7 19 46 60.9 78.0 

14 23 59.8 82.2 20 22 60.7 79.4 

三たに太陽轄射と塔の側面とのたす角を u とすると，側面の受ける騎射勢力

は P函hsinα に比例すると見られる。 P は空気の透過率で hは太陽高度で・
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ある。此庭芯風力塔は丁度南北にー還を有してゐるから共側面は子午線面にあ

って ct.， h と太陽の方位角 α とは簡翠た直角球面三角形を作るから甫側でJは

sin C/.:::':: cosαcoshとえにわ東側では 8 を太陽の赤緯，t を時角とすると ~.sinα 

=cos8si~t とたるO.此式から各時刻に於ける ':p事五sinα の値の甫側のもの

を計算す石第 -3表の如ぐ在る。

時 刻

時8 分40 

9 40 

10 40 

11 40 

J2 10 

12 40 

13 10 

13 40 

14 10 

14 40 

14 50 

塔は南側では

11時と 12時の聞

に一番熱せられ，

東西側では之が

1.5時と 16時との

間にあって南側の

約3倍の熱量を受

ける。

第 2表と第 3

表の結果をまとめ

て園示すると第 2

h 

ω ， 
49 12 

61 08 

71 52 

77 22 

75 47 

71 52 

66 47 

61 (8 

55 14 

49 12 

46 10 

0.1 

0.:<' 

第 3..表“

1. ' 

P石i'sinα 時 刻

0.04 時15 分10 

0.10 15 25 

0.14 15 40 

0.15 15 55 

0.15 16 10 

0.14 そ16 40 

0.12 16 55 

0.10 17 10 

0.07 17 40 

0.05 18 40 

0.02 

第 2 

. 1 

h PSinh sinα 

。 ， 
43 07 0.01 

40 04 -0.01 

37 02 -0.03 

34 00 -0.04 

30 59 -0.07 

24 58 -0.08 

22 00 -0.08 

19 03 -0.08 

13 14 -0.07 

2 02 -0.00 

A 

80" 

70 

60 

国

園の還りになれ塔は甫側の一番熱せられる時刻よりほど三四十分後れて北の
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方向に 20，秒程傾く事にえにる。従って哀側では 1分程度となり頂上は水平方

向rc.1粍近く動く事と思はれる。

闘にまって知れる通P六月頃には塔は午前中南側カ瓦ら日射を受け，午後日淡

近くには北側から日射を受けるが，傾斜の方も之に従って午前中北に傾斜し，

日淡近くに僅かで、はあるが逆に甫に傾斜してゐる様に見へる。叉もし塔の各階

の床が側壁とほど直角を保ち共一方丈の壁が仲てとれだけの傾斜を起すとする

と，側壁が 0.lXl0→の膨脹係数を有するとすれば東側と西側では最大 15
0
C

程度の温度差を有する事になる。

終りに種々細かい御注意を賜は;った本多先生ならびに鷺坂先生に厚く御m豊中

上げる弐第である。
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